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注意事項 
 

１． 試験開始の合図があるまでは、この問題冊子を開いてはいけ

ない。 
 

２． 問題冊子は、表紙を除き５頁である。 
  

３． 問題冊子及び解答用紙の印刷が不鮮明などの場合には、手を

挙げて監督員に知らせること。 
 

４． 解答は、必ず黒の鉛筆（シャープペンシルも可）で解答用紙

に記入すること。 
 

５． 試験終了後、問題冊子および下書き用紙は持ち帰ること。 
 

６． 不正行為に対しては厳正に対処する。 
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問題 次ページからの図１，２と課題文をもとに、以下の問１〜問４に答えなさい。 
 
 
問１ 図１が示す子供の貧困に関する支援団体の活動について、下記の（   ）内

に適切な数値を入れなさい。 

 

回答した５１７団体のうち、「居場所づくり」を実施しているのは（ ① ）団

体である。その内訳は、「学習支援」と「食の支援」と「居場所づくり」の３事

業を実施しているのが（ ② ）団体、「学習支援」と「居場所づくり」の２事

業のみを実施しているのが（ ③ ）団体、「食の支援」と「居場所づくり」の

２事業のみを実施しているのが（ ④ ）団体、「居場所づくり」の１事業のみ

を実施しているのが（ ⑤ ）団体である。 

 

問２ 課題文の下線部 A)の効果を示す質問項目を図２からひとつ挙げ、数値を用い

て説明しなさい。 

 

問３ 課題文の下線部 B)が子どもたちにもたらす効果として、筆者が課題文の中で

述べていることを、５１字以上６０字以内で説明しなさい。 

 

問４ 図１、図２、及び課題文をふまえて、子どもの居場所づくりに関する支援に

おいて大切にしたいことは何か、あなたの考えを４５１字以上５００字以内

で述べなさい。ただし、原稿用紙の使い方に従うこと。 
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図１ 子供の貧困に関する支援活動を行う団体が実施している子供の貧困対策に 

関する活動（517 団体の回答） 

 

出典：「内閣府制作統括官 平成 30 年度 子供の貧困に関する支援活動を行う団体

に関する調査報告書，平成 31 年」を基に作成 
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図２ 子供の貧困に関する支援活動を行った団体関係者が感じている支援活動に 

よる子供の変化（子供の貧困に関する支援活動を行う 517 団体の回答） 

 

出典：「内閣府制作統括官 平成 30 年度 子供の貧困に関する支援活動を行う団体

に関する調査報告書，平成 31 年」を基に作成 
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課題文 

  

著作権の関係上、省略します。 

 

 

出典：毎日新聞 医療プレミア “子ども食堂”の時代 －親と子の SOS－  

2022 年 5 月 26 日（一部改変）  


